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財政他

資金需給

オペ期日 共通担保(全店) △ 1,600

国債補完供給 +  1,800

CP等買入 △ 300

オペスタート 共通担保(全店) +  1,600 短国買入 +  10,000

ETF買入 +  200 国債買入 +  12,400

（日本） ｺｰﾙ市場残高(1月、日銀) 金融政策決定会合における 中曽日銀副総裁挨拶 企業物価指数(1月、日銀)

主な意見（1月30・31日分、日銀） （高知市）

国際収支(12月) 機械受注(12月および

17年1-3月見通し、内閣府）

（海外） 米　ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ連銀総裁講演 米　貿易収支(12月) 米　新規失業保険申請件数 米　ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者

欧　ＥＵ外相会合 米　消費者信用残高(12月) 米　ｼｶｺﾞ連銀総裁講演 ﾏｲﾝﾄﾞ指数(2月)

米　求人件数（12月） 米　財政収支(1月)

米　日米首脳会議(ﾜｼﾝﾄﾝ)
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上田八木短資株式会社   登録金融機関 近畿財務局長（登金）第 243号  加入協会 日本証券業協会
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ついての最終決定は、投資家ご自身の判断と責任においてなされるようお願いいたします。当社は、いかなる投資の妥当性についても保証するものではありません。記載された意見
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主な要因
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＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞
足許GCは週初△0.095％近辺から始まったが、2日受渡し・3日受渡しでは資金調達ニーズが限定的となり、△0.12％～△0.15％での出合いが見られた。TDB3Mの

発行日である6日受渡しでは、△0.085％～△0.095％の水準まで上昇。週末には国庫短期証券・国債買入オペが合計15,200億円オファーされ、△0.10％近辺に低

下し越週した。

SC取引では、5年130回債が水曜日の輪番オペ以降ビッドが増加し、一部△0.50％以下での出合いも見られた。また10年345回債が発行日前日まで△0.50％～

0.60%で取引された。10年345回債については金曜日の指値オペ後水準が不安定となり、△0.60％以下の水準から△0.20％近辺まで幅広いレンジでの出合が見られ

た。その他2年370・371・372回債、5年125・127・128・129回債、10年329・330・332・333・335・341・342・343・344回債、20年158・159回債、30年50・51・52回債、40年9

回債 などに引合いが多く見られた。

＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞

日銀当座預金残高は328兆円台から始まり、月末に国債買入オペ・国庫短期証券買入オペ等を主要因に331兆円台まで

増加したものの、2日には税揚げ要因から324兆円台まで減少し326兆円台で越週した。無担保コールON物は概ね△0.08

～△0.03％台で取引され、同金利の加重平均は△0.058～△0.050％で推移した。月末には調達を見送る動きが一部で見

られ、レート低下したものの、税揚げ日以降地銀を中心に調達意欲が高まり地合いが強含む場面も見られた。ターム物は

1・2W物△0.03～△0.02％台の出合い。31日、日銀は金融政策の現状維持を決定したほか、展望リポートを公表し経済成

長率見通しを上方修正した（2016年度1.0％→1.4％、2017年度1.3％→1.5％）。 3日、債券市場では10年国債金利が一

時0.150％まで上昇し、昨年1月29日以来約1年ぶりの高水準を付けたため同日12時35分、日銀は指し値オペを実施し、金

利上昇をけん制した。来週の材料としては国内は中曽日銀副総裁挨拶(9日)、海外では日米首脳会談(10日)等が挙げられ

る。

＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞
今週の入札発行額は約6,900億円で、期落ち額約4,600億円（金融機関・ABCP除く）を上回った。卸売の大型発行が複

数回見られた。a-1格相当銘柄の3M物入札発行レートは、0.0010％割れで推移した。

現先レートの中心は、-0.100％～0.000％程度で推移した。

来週の期落ち額は2,000億円程度となっている。

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞
2日に国庫短期証券3Ｍ第661回債の入札が行われたが、最高落札レートは△0.2625%（前回債△0.2525%）、平均落札レートは△0.2709 %（同△0.2733%）と前回債と
比べて利回りは上昇した。セカンダリーは3Ｍで△0.275％近辺の地合いとなっている。6Ｍ・1Ｙは目立った出合いは見られなかった。来週8日に6Ｍ、9日に3Ｍの入
札が予定されている。


